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私の知る範囲の事例をパターン化 

金融機関による社会問題への取組みは多岐に渡る。 

融資に優遇措置を設け、
設備投資等を誘導する

方法 

運用方針に条件を付け、 
投資先を選別する方法 

本業の収益から寄付等を
行う方法 

 
 
 
 

会社自体
の取組み 

ファンド
等に関連 
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グリーン融資など 

一定の基準を満たす事業投資に対して金利優遇等を
行う方法 

 投資の誘導効果がある 

※上記は東京三菱UFJ銀行ホームページからの引用ですが、 
 当資料は当該銀行の販売用資料ではなく、上記商品の 
 勧誘を意図したものではありません。 

出所：http://www.bk.mufg.jp/kariru/reform/index.html 
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SRIファンド、エコファンドなど 

環境スコアなど、一定の基準を満たした銘柄にのみ 
投資する投資手法 

 排除する銘柄を定めるネガティブスクリーニング型と 

 支援したい銘柄を定めるポジティブスクリーニング型がある 

※上記は大和証券投資信託委託株式会社のホームページからの引用（ダイワ・エコ・ファンド交付目論見書からの抜粋） 
 ですが、当資料は当該商品の販売用資料ではなく、上記商品の勧誘を意図したものではありません。 

出所：http://www.daiwa-am.co.jp/funds/doc_open/fund_doc_open.php?code=4718&type=1 
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ネガティブスクリーニングの例 

大和投信はクラスター爆弾関連企業への投資を禁止 
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※左記は大和証券投資信託 
 委託株式会社ホームペー 
 ジからの引用ですが、当 
 資料は当該会社の販売用 
 資料ではなく、同社の運 
 用する各種商品への勧誘 
 を意図したものではあり 
 ません。 

出所：http://www.daiwa-am.co.jp/company/managed/cluster.html 



「MUAMの森」など 

大量の紙を使う運用会社が、植林と森の維持に貢献 

※左記は東京三菱UFJ投信ホームページから 
 の引用ですが、当資料は当該会社の販売 
 用資料ではなく、三菱UFJ投信の運用する 
 商品への勧誘を意図したものではありま 
 せん。 

出所：http://www.am.mufg.jp/corp/csr/csr05.html 
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ニッポン応援ファンドなど 

ファンドの運用報酬や募集手数料から、運用会社や 
販売会社が、その一部を割いて寄付に充てる方法 

 一般に、業者の取り分を寄付に充てる方法が主流 

※左記は大和証券グループ 
 本社ホームページからの 
 引用ですが、当資料は当 
 該会社の販売用資料では 
 なく、大和投信の運用す 
 る当該商品への勧誘を意 
 図したものではありません。 

出所：http://www.daiwa-grp.jp/press/index2011.cfm 
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支援先決定方法（例） 

支援先の決定にNPOが参画する例もある 
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※左記は大和証券グループ 
 本社ホームページからの 
 引用ですが、当資料は当 
 該会社の販売用資料では 
 なく、大和投信の運用す 
 る当該商品への勧誘を意 
 図したものではありません。 

出所：http://www.daiwa-grp.jp/csr/citizen/phoenix/#grant 



支援先リスト（例） 
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※左記は大和証券グループ 
 本社ホームページからの 
 引用ですが、当資料は当 
 該会社の販売用資料では 
 なく、大和投信の運用す 
 る当該商品への勧誘を意 
 図したものではありません。 

出所：http://www.daiwa-grp.jp/csr/citizen/phoenix/#grant 



インパクト・インベストメントへ 

投資家にとって間接的、という限界 

 例えばエコファンドに投資しても、それは「環境に良い」会社の
株式への投資であって、環境改善事業への直接の投資ではない。 

 投資家の資金を、社会貢献事業に直接的に投資する仕組みを 
「インパクト・インベストメント」という。 
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• 欧米を中心に、“インパクト・インベストメント（Impact Investment）”という新たなトレンドが動き出しています。インパク
ト・インベストメントとは、経済的な利益を追求すると同時に、貧困や環境などの社会的な課題に対して解決を図る投資のこ
とです。2009年9月の第5回クリントン・グローバル・イニシアチブにおいてグローバル・インパクト・インベスティング・
ネットワーク（GIIN）が正式に立ち上がったのを機に、そのコンセプトが広く認知されることとなりました。 

• 従来のSRIとの違いは、より積極的に『社会にインパクトを与える』ことに主眼を置いている点です。SRIの手法の一つである
ネガティブスクリーニング（タバコ産業や軍事産業、カジノ産業などを投資対象から排除する手法）を通じた投資は世界で数
百兆円規模に達するといわれていますが、投資家の満足度を高めることはあっても、企業にアクションを迫るものではないと
の指摘があります。一方、インパクト・インベストメントは、より直接的で即効性のある関与を目指すものです。例えばマイ
クロファイナンスやコミュニティ開発金融（CDF）といった、貧困層支援金融や地球温暖化対策投資が含まれます。 

• インパクト・インベストメントへの関心が急速に高まっている背景には、いくつかの理由があります。まず、インパクト・イ
ンベストメントの対象の多くが途上国であり、投資利益を得ながら貧困層支援に貢献できる点が、「do well by doing good（良
いことをしながら良い運用をしたい）」 と考える投資家にとって大きな魅力となっていることです。また、既存のアセットク
ラスとの相関が低い点にも注目が集まっています。第二に、開発途上国支援や地球温暖化対策には莫大な資金が必要であるこ
と。民間資金の活用が欠かせないことから、制度面での整備や商品開発が進展していることも大きな要因です。さらに、もと
もと慈善活動からスタートしたマイクロファイナンスが収益性の高いビジネスへと発展を遂げたことが、インパクト・インベ
ストメントに弾みがつく大きなきっかけとなりました。 

 
出所：大和証券ホームページ 
   http://www.daiwa.jp/impact/impact.html 



ワクチン債 

今必要なワクチンの購入代金を債券発行で集め、 
債券の償還までに援助金を調達する仕組み 
 → 時間を味方に命を救う 

※左記は大和証券ホー 
 ムページからの引用 
 ですが、当資料は 
 当該会社の販売用資 
 料ではなく、当該商 
 品への勧誘を意図し 
 たものではありませ 
 ん。 

出所：http://www.daiwa.jp/impact/impact_list.html 
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大和マイクロファイナンス・ファンド 

世界のマイクロファイナンス機関に国内投信から 
直接、資金を融資（見かけ上外国投信を経由） 

出所：http://www.tokiomarineam.co.jp/sp/635040/index.html 

※左記は東京海上 
 アセットマネジ 
 メント投信ホー 
 ムページからの 
 引用ですが、当 
 資料は当該会社 
 の販売用資料で 
 はなく、当該商 
 品への勧誘を意 
 図したものでは 
 ありません。 
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NPOバンク 

非営利団体であるNPOが投資事業組合や貸金業の形態 
を組み合わせて設立、NPO運営や女性の起業等に融資 

出所：http://www.npo-yumebank.org/index.html 

※上記及び右記はNPO夢バンクのホームページからの引用ですが、 
 当資料は当該団体の販売用資料ではなく、上記団体への出資勧 
 誘や融資申込の勧誘を意図したものではありません。 
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被災地応援ファンド 

ミュージックセキュリティーズ社の画期的な取組み 

 投資先は、被災した商店や酒蔵、漁船など 

 投資額の半額は寄付、半額が投資 

 儲からなかったら、投資先の商品で現物弁済 など特色多数 

※左記はミュージック 
 セキュリティーズ社 
 ホームページからの 
 引用ですが、当資料 
 は当該会社の販売用 
 資料ではなく、当該 
 商品への勧誘を意図 
 したものではありま 
 せん。 

出所：http://www.securite.jp/ 
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インフラファンドの勧め 

私的公益資本形成という考え方 

 これまでのインパクト・インベストメントは、 
せいぜい数百億円規模 

 しかしエネルギーシフトには兆円単位の資金が必要 
 → 更なるスケールアップと、パラダイムシフトが必要 

出所：経済産業省「革新的エネルギー・環境戦略」平成 24 年9月 14 日 エネルギー・環境会議 

累積投資額 
３８兆円 
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出所：http://www.enecho.meti.go.jp/info/committee/kihonmondai/32th/32-1-1.pdf 


